
第２回 まちづくり未来会議 結果記録 
まちづくり協議会会長との懇談で印象に残ったこと～地区まちづくり活動の目的や意義とは？～

Ａグループ 

課

題

・高齢化をプラスに考える 

・次の世代が課題 

・個を１つにまとめて大グループに

・現状の学生などを協議会で活動 

させるのはキツい（勉強など） 

・自らが考え学ぶ姿勢が大事 

・製紙をアピールしたい 

気づいたこと、わかったこと 

目的、意義 

・まちづくりの原点は地区を知る

こと、愛すること 

・様々な人と知り合える機会 

・世代を超えたつながり 

・人と人との繋がりを強くする 

・新しい地域の良さを見つける 

・伝える 

・知ってもらう 

いい人材が見つかる 

・大人は決めつけてしまう 

・大人だけで話し合っても 

新しいことはうまれない 

・区長会長との兼務は新し 

い意見、発見が減りそう 

（ほかの地区に兼務は少 

 ない） 

・チームワークが大切 

・連携ができれば、困る

ことは少なくなる 

・バケツリレーをやる意味

・次の人にこぼさず渡す

→協力性を育む 

・地域＝学校 大事 

大
事

・

大
切
な
こ
と

・マスメディアにとりあげること 

→（つながる）地域を支える自信、

周知してもらい、さらに広げる努

力 

・マスメディア影響大！ 

・一緒に行動して、一緒に過去を振

り返ることが大切 

・スマホなど自分の世界に入りすぎ

ず本などの知識が大事 
・若い人が何を考えている 

のか知りたい 

・斬新な意見がほしい 

希
望
・
願
望

・だから若者にはボランティアに 

参加してほしい 

若い人が大事！ 

・若い人のやることは大人が喜ぶ 

Ｂグループ 

地域の人たちが協力しあい、健康で幸せな生活ができるように 

・それぞれの場面でそれが好きな人、 

得意な人に活躍してもらう 

・若者が動きやすい雰囲気をつくる 

ことが大切 

・ある程度の責任→達成感 

・役割をもつこと、そして達成感を 

持ってもらう 

・「気づく」ことが大切 

・地域に誇りと愛着を持つことで連帯感や 

きずなをもつ 

・よそ者意識、腰かけ意識をなくしてふるさ

と意識をもつ 

・まちづくりは皆で神輿をかつぐようなも 

の、誰もぶら下がらず皆でかつぐことが 

大事 

・まちづくり→共有することが大切 

・チームワークが大事 

・地域にたっぷり、どっぷり浸かる 

・まちづくりの原点は地域を知ること、地域

を愛すること 

・協議会がまとめ役 

・高齢化のせいで次の役員が決まらない 

・困っていることはそんなない 

・まちづくりの歴史、伝統 

・人の流れがある 

・人の話を聞く、人の意見を尊重する、 

・反対しない 

・人との交流、新しい人材を発見することが

できた 

・松野地区は学校教育が安定している 

・まちづくりの根っこは生まれてから墓場 

 まで学ぶ姿勢 

・年配の方々は若い人たちの考えが知 

りたい 

・若者の意見 大事、新しい 

・高校生にもっとまちづくりに参加して

ほしい 

・ボランティア活動への積極的な参加 



Ｃグループ 

つながり 

・達成感、自信をつける 

・役割を持たせ、達成感を与える 

・人と人とのつがり 

・行動をともにする 

・地区まちづくり活動の目的は人と人をつなぎ地区を活性化する 

・一つの団体をほかの団体がサポートする 

・個々ではなく全体で動く 

・ひとそれぞれ生まれ、考えは異なるが、住んでいる場所は同じ 

・一気に変わることは難しいけれど、少しずつでも変わっていくことに意味がある

協議会とは 
・行事、事業、住民の意見まとめ役 

・情報の共有化 

きっかけ 

・地区を知ってもらったら人が集まる（他地区からも） 

・他人を意識する 

・意識を変えるきっかけが必要 

・ボランティア活動 自分から行動 

・地区の歴史やストロングポイントを知ってもらい、人と人をつなぐ活動をする 

・参加しようと思える雰囲気をつくる 

若  者 

・若い世代の考えていることがわからない 

・若い世代が自分から行動することが大事 

・大人たちだけではダメ 

・若い世代の人はとても斬新な意見を持っている。大人は決めつけてしまう 

・世代の違う人との会話や関わりから学ぶ 

・それぞれの目線をみんなに知ってもらう 

・宣伝の方法を考えることが大事 

・自分で行動、体験、経験する

Ｄグループ 

長所、特色 知ってほしいこと その行動 

・教育レベル高い（小、中） 

・自然豊か 

・アピールするところはたくさんある 

・歴史かるた 

・産業、産物がない→その分歴史を知ってもらう 

・他の地域の人と歩いてもらう 

・人財が多くいる 

・地域を知ることは地域を愛すること 

・地区についてもっと知ってもらいたい個人のアクション 

活性化に必要なこと ・自分から行動 

・自ら学ぶ姿勢 

・意識をする
・全員で取り組むことチームワーク 

・一体感、役割をもつこと 

若い人が何を考えているのか知りたい まちづくりの目的 まちづくりの原点 

・若い人の意見 新しい発想 

・斬新さ 

・ボランティアに参加してほしい 

・１年を通して活動する

 活気あふれる 

・生きる地域 

・情報の共有 

・各世代の声を取り入れ

た行事づくり 

・協議会 １つのまとめ役 

・ネットよりもリアルのコミュニケーションを 

・人との関わりを大切にしたい 

・理想として、みんなで同じことをしてほしい 

・共通するところは一緒にやることで組織の幅を広げる

意

義



まとめ 

ひとそれぞれ生まれ、考えは異なるが住んでいる場所は同じ Ｃ 

目指すもの 人との関わりを大切にしたいＡ、Ｂ、Ｃ 地域の人たちが協力しあい、健康で幸せな生活ができるようにＢ

地区まちづくり活動の目的 

・人と人をつなぎ地区を活性化するＣ 

・まちづくりの原点は地区を知ること、

愛することＡ 

新しい地域の良さを見つける Ａ 

よそ者意識、腰かけ意識をなくしてふるさと意識をもつ Ｂ 

各世代の声を取り入れた行事づくり Ｄ 

情報の共有 Ｄ、宣伝の方法を考えることが大事 Ａ、Ｃ 

方法 
チームワークが大切 Ａ、Ｂ、Ｄ 

連携ができれば、困ることは少なくなる Ａ

一気に変わることは難しいけれど、少しずつ

でも変わっていくことに意味がある Ｃ 

若い世代が自分から行動することが大事 Ｃ 

役割をもつこと、そして達成感を持ってもらう Ｂ
 ・世代の違う人との会話や関わり 

から学ぶ Ｃ 

・高校生にもっとまちづくりに参加

してほしい Ｂ 

・ボランティア活動への積極的な 

参加 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ 

・現状の学生などを協議会で活動させる 

のはキツい（勉強など）Ａ 

・それぞれの目線をみんなに知ってもら

う Ｃ 

若い人が何を考えているのか知りたいＡ、Ｃ、

Ｄ 

斬新な意見がほしい Ａ、Ｃ、Ｄ 

大人は決めつけてしまう Ａ、Ｃ 


